
JP 2009-107770 A 2009.5.21

10

(57)【要約】
【課題】搬送手段の改造が不要で、バキューム手段や大
容量の空気源も必要とせずに、環境を悪化させることも
ない搬送シートの浮き上がり防止装置を提供することで
ある。
【解決手段】搬送シートＡの下面側に近接させて配設し
た基板１に、上面側へ開口し、開口周縁部に上面と３０
°の傾斜角で連なる円錐面２ａが形成された複数のユニ
ット収納穴２を設け、各ユニット収納穴２に、円筒状で
円筒面の上部に開口周縁部へ空気を放射状に噴出する複
数のノズル孔３ａを設けた空気噴出ユニット３を収納し
、開口周縁部へ噴出される空気で、基板１の上面と搬送
シートＡとの間に負圧を発生させる空気流を生じさせる
ことにより、搬送シートＡを基板１の上面側へ引き付け
るとともに、隣り合うユニット収納穴２の間で基板１の
上面に開口するスリット４ａ、４ｂを設け、隣り合う空
気噴出ユニット３から噴出されて衝突する空気流をスリ
ット４ａ、４ｂから逃がすようにした。
【選択図】図４



(2) JP 2009-107770 A 2009.5.21

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送シートのパスラインの下面側に近接させて、パスラインと平行に配設した基板に、
その上面側へ開口し、開口周縁部に上面と４５°以下の傾斜角で連なる錐面が形成された
複数のユニット収納穴を設け、これらのユニット収納穴に、中空筒状で筒面の上部に前記
開口周縁部へ空気を放射状に噴出する複数のノズル孔を設けた空気噴出ユニットを、その
上端が前記基板の上面から突出しないように収納し、前記開口周縁部へ噴出される空気で
、前記基板の上面と搬送シートとの間に負圧を発生させる空気流を生じさせるとともに、
隣り合う前記ユニット収納穴の間で前記基板の上面に開口するスリットを設け、隣り合う
ユニット収納穴に収納された前記空気噴出ユニットから噴出される空気で生じる前記空気
流が衝突したときに、衝突した空気流を前記スリットから逃がすようにした搬送シートの
浮き上がり防止装置。
【請求項２】
　前記複数のユニット収納穴を、前記パスラインの幅方向に配列した請求項１に記載の搬
送シートの浮き上がり防止装置。
【請求項３】
　前記パスラインの幅方向に配列したユニット収納穴を、パスラインの搬送方向で複数列
に配列し、これらの複数列に配列したユニット収納穴の間に、パスラインの幅方向に延び
る前記スリットを設けた請求項２に記載の搬送シートの浮き上がり防止装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、搬送手段によって搬送されるシートの浮き上がりを防止する搬送シートの浮
き上がり防止装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　搬送ベルトや搬送ローラ等の搬送手段によって搬送されるシートをカメラ等で撮影し、
シート表面の印刷や汚れ等を検査したり、シート表面の画像を読み取ったりするラインで
は、搬送シートの浮き上がりを防止するために、搬送ベルトや搬送ローラ等の搬送手段に
多数の吸気孔を設け、吸気孔からのバキュームによって搬送シートを搬送手段に吸着する
方法が多く採用されている（例えば、特許文献１参照）。搬送シートの上方に配列したノ
ズルから搬送シートの上面に空気を噴射し、搬送シートを搬送手段に押し付ける方法も一
部で採用されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１３０７７１号公報（図１、図３）
【特許文献２】特開２００１－１０６３９５号公報（図１１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載された搬送シートの浮き上がり防止方法は、搬送手段に多数の吸気孔
を設けるとともに、バキューム手段を設ける必要があるので、搬送手段を改造する必要が
あり、設備も大掛かりなものとなる問題がある。また、搬送シートが吸気孔に強く吸着さ
れるので、搬送シートに吸気孔の跡が残りやすい問題もある。
【０００５】
　一方、特許文献２に記載された搬送シートの浮き上がり防止方法は、搬送手段を改造す
る必要はないが、搬送シートの浮き上がりを防止するためには、大量の空気を強力に噴射
せねばならず、大容量の空気源を必要とする問題がある。また、空気噴射の騒音が大きく
なるとともに、周囲に埃等を巻き上げやすいので、環境を悪化させる問題もある。
【０００６】
　そこで、本発明の課題は、搬送手段の改造が不要で、大掛かりなバキューム手段や大容
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量の空気源も必要とせずに、環境を悪化させることもない搬送シートの浮き上がり防止装
置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、本発明の搬送シートの浮き上がり防止装置は、搬送シー
トのパスラインの下面側に近接させて、パスラインと平行に配設した基板に、その上面側
へ開口し、開口周縁部に上面と４５°以下の傾斜角で連なる錐面が形成された複数のユニ
ット収納穴を設け、これらのユニット収納穴に、中空筒状で筒面の上部に前記開口周縁部
へ空気を放射状に噴出する複数のノズル孔を設けた空気噴出ユニットを、その上端が前記
基板の上面から突出しないように収納し、前記開口周縁部へ噴出される空気で、前記基板
の上面と搬送シートとの間に負圧を発生させる空気流を生じさせるとともに、隣り合う前
記ユニット収納穴の間で前記基板の上面に開口するスリットを設け、隣り合うユニット収
納穴に収納された前記空気噴出ユニットから噴出される空気で生じる前記空気流が衝突し
たときに、衝突した空気流を前記スリットから逃がす構成を採用した。
【０００８】
　すなわち、搬送シートのパスラインの下面側に近接させて平行に配設した基板に、上面
側へ開口し、開口周縁部に上面と４５°以下、好ましくは３０°以下の傾斜角で連なる錐
面が形成された複数のユニット収納穴を設け、これらのユニット収納穴に、中空筒状で筒
面の上部に開口周縁部へ空気を放射状に噴出する複数のノズル孔を設けた空気噴出ユニッ
トを、その上端が基板の上面から突出しないように収納し、開口周縁部へ噴出される空気
で、基板の上面と搬送シートとの間に負圧を発生させる空気流を生じさせることにより、
搬送シートを基板の上面側へ引き付けるようにするとともに、隣り合うユニット収納穴の
間で基板の上面に開口するスリットを設け、隣り合うユニット収納穴に収納された空気噴
出ユニットから噴出される空気で生じる空気流が衝突したときに、衝突した空気流をスリ
ットから逃がすことにより、搬送手段の改造が不要で、大掛かりなバキューム手段や大容
量の空気源も必要とせずに、環境を悪化させることもなく、搬送シートの浮き上がりを防
止できるようにした。
【０００９】
　前記開口周縁部の錐面の傾斜角を４５°以下、好ましくは３０°以下としたのは、傾斜
角がこれよりも大きくなると、空気噴出ユニットから噴出されて錐面に沿う空気流ベクト
ルの上向き成分が大きくなり、基板の上面と搬送シートとの間へ空気がスムーズに流れに
くくなるからである。
【００１０】
　前記複数のユニット収納穴を、前記パスラインの幅方向に配列することにより、搬送シ
ートの幅方向での浮き上がりを効率よく防止することができる。
【００１１】
　前記パスラインの幅方向に配列したユニット収納穴を、パスラインの搬送方向で複数列
に配列し、これらの複数列に配列したユニット収納穴の間に、パスラインの幅方向に延び
る前記スリットを設けることにより、搬送シートの幅方向での浮き上がりをより確実に防
止することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の搬送シートの浮き上がり防止装置は、搬送シートのパスラインの下面側に近接
させて平行に配設した基板に、上面側へ開口し、開口周縁部に上面と４５°以下、好まし
くは３０°以下の傾斜角で連なる錐面が形成された複数のユニット収納穴を設け、これら
のユニット収納穴に、中空筒状で筒面の上部に開口周縁部へ放射状に空気を噴出する複数
のノズル孔を設けた空気噴出ユニットを、その上端が基板の上面から突出しないように収
納し、開口周縁部へ噴出される空気で、基板の上面と搬送シートとの間に負圧を発生させ
る空気流を生じさせるとともに、隣り合うユニット収納穴の間で基板の上面に開口するス
リットを設け、隣り合うユニット収納穴に収納された空気噴出ユニットから噴出される空
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気で生じる空気流が衝突したときに、衝突した空気流をスリットから逃がすようにしたの
で、搬送手段の改造が不要で、大掛かりなバキューム手段や大容量の空気源も必要とせず
に、環境を悪化させることもなく、搬送シートの浮き上がりを防止することができる。
【００１３】
　前記複数のユニット収納穴を、パスラインの幅方向に配列することにより、搬送シート
の幅方向での浮き上がりを効率よく防止することができる。
【００１４】
　前記パスラインの幅方向に配列したユニット収納穴を、パスラインの搬送方向で複数列
に配列し、これらの複数列に配列したユニット収納穴の間に、パスラインの幅方向に延び
るスリットを設けることにより、搬送シートの幅方向での浮き上がりをより確実に防止す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面に基づき、本発明の実施形態を説明する。図１および図２は、本発明に係る
搬送シートの浮き上がり防止装置を採用した搬送シートＡの印刷検査ラインを示す。この
印刷検査ラインは、搬送シートＡの搬送方向に間隔を開けて複数の搬送ローラ１１が配列
され、そのパスラインの上方に、搬送シートＡの表面を撮影するカメラ１２と、カメラ１
２の視野を照明する照明具１３が設置され、２本の搬送ローラ１１の間に、パスラインの
幅方向に長い長方形形状とされた浮き上がり防止装置の基板１が、パスラインの下面側に
近接させて平行に配設されている。２本の各搬送ローラ１１の上側には、搬送シートＡの
横振れ等を防止する押さえローラ１４が設けられている。
【００１６】
　前記浮き上がり防止装置の基板１には、上面に開口する複数のユニット収納穴２がパス
ラインの幅方向に２列に配列され、各ユニット収納穴２に、後述する空気噴出ユニット３
が収納されている。各列のユニット収納穴２は、幅方向で千鳥状にずらして設けられてい
る。また、２列のユニット収納穴２の間には、幅方向に延びるスリット４ａが設けられ、
幅方向で隣り合う各ユニット収納穴２の間には、搬送方向に延びるスリット４ｂが設けら
れている。各スリット４ａ、４ｂは、基板１の上面に開口し、下面に貫通している。
【００１７】
　図３および図４（ａ）、（ｂ）に拡大して示すように、前記基板１の各ユニット収納穴
２は円形とされ、開口周縁部に基板１の上面と３０°の傾斜角で連なる円錐面２ａが形成
されている。各ユニット収納穴２に収納された中空円筒状の空気噴出ユニット３は、上端
が基板１の上面よりも低くされて、円筒面の上部に開口周縁部の円錐面２ａへ放射状に空
気を噴出する複数のノズル孔３ａが設けられ、底部に接続された圧縮空気を供給するホー
ス３ｂが、ユニット収納穴２の底孔２ｂに通されている。
【００１８】
　図４（ａ）、（ｂ）に矢印で示すように、前記各空気噴出ユニット３のノズル孔３ａか
ら噴出する空気は、開口周縁部の円錐面２ａに沿って、基板１の上面と搬送シートＡの間
に流れ込み、これらの間に空気流を生じさせる。また、搬送方向で隣り合う各列のユニッ
ト収納穴２の空気噴出ユニット３から噴出される空気の空気流が衝突したときは、衝突し
た空気流がスリット４ａに逃がされ、幅方向で隣り合うユニット収納穴２の空気噴出ユニ
ット３から噴出される空気の空気流が衝突したときは、衝突した空気流がスリット４ｂに
逃がされる。したがって、これらの基板１の上面に沿う空気流によって、搬送シートＡの
下面側に負圧が発生し、搬送シートＡが基板１の上面側に引き付けられて、その浮き上が
りが防止される。
【００１９】
　上述した実施形態では、空気噴出ユニットを円筒状、ユニット収納穴を円形として、そ
の開口周縁部に円錐面を形成したが、空気噴出ユニットを多角形筒状、ユニット収納穴を
これに合わせた多角形として、その開口周縁部に角錐面を形成することもできる。
【００２０】
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　上述した実施形態では、搬送手段を搬送方向に配列した複数の搬送ローラとし、２本の
搬送ローラの間に、パスラインの幅方向に長い基板を配設して、空気噴出ユニットを収納
するユニット収納穴を幅方向に２列に配列したが、ユニット収納穴は１列または３列以上
に配列することもできる。また、搬送手段をパスラインの幅方向で分割した搬送ローラま
たは搬送ベルトとし、これらの分割した搬送ローラや搬送ベルトの間に、搬送方向に長い
基板を配設して、ユニット収納穴を搬送方向に１列または複数列に配列することもできる
。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る搬送シートの浮き上がり防止装置を採用した搬送シートの印刷検査
ラインを示す一部切欠き側面図
【図２】図１の平面図
【図３】図２の基板を拡大して示す平面図
【図４】ａ、ｂは、それぞれ図３のIVa－IVa線と、IVb－IVb線に沿った断面図
【符号の説明】
【００２２】
１　基板
２　ユニット収納穴
２ａ　円錐面
２ｂ　底孔
３　空気噴出ユニット
３ａ　ノズル孔
３ｂ　ホース
４ａ、４ｂ　スリット
１１　搬送ローラ
１２　カメラ
１３　照明具
１４　押さえローラ
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